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が中心になりその後数回にわたる調査や,地区当局

1 保護林の設置(序にかえて) およびパルプ会社 (折軒h T製紙株式会社 )との

本保護林は奈良県吉野郡野迫川 (のせがわ)村大 6交渉を経て,昭利4年 11月,近畿大学奥高野研究保

6字北股にある約 9ヘ クタールの山林である｡昭和4

年のはじめ,北股地区の有志から本学教養部津田教
授 (故人)を通 じて,部落共有林 (区有林)の 1郡

について本学の教育研究 r･Iの机用の照会があった｡

この地域一帯の植林 をしていない区有林の 立木は,

すでにパルプ用材として売 り渡 され,皆伐を待って

D護林 ( ､下保護林と呼ぶ)として当該山林を指定し,

川 麦伐採,植林等の人為的な介入を出来るだけ避け

て =保護"することが本学と地区当局の問で申し合

わされたo 

n 保護林および周辺地域の植生調査

その跡にスギ,ヒノキの植林が行われる予定となっ g.野迫川村はFi 1に示 されるように奈良県吉野郡

ていた｡申出のあった山林は伐探 予定地域のごく一 の西南部に位置するが,熊野川,有田帖 吉野川の

部分ではあったが,県道から谷川をはさんで眺望の 二川の分水嶺地帯にあり地理的には高野山の後背地

きく急峻射 由立山塊で,中腹のホンシャクナゲ群生 にあたる｡本村は平均標高約700メートルの =l間僻地

柿,頂 上近くのイヌブナ群生林を含めて皆から季節

0

2,

5

15

300ミリの豊富を雨量

の美しさを見せる場所であることが強調された｡そ と年平均気温9.2℃をもって全地域が森林地帯となっ

ている｡また,昭和 3年よりの1

%と言われるように全国有数の過疎 山村と怠って

にあり平地が乏 しいが,年間 

年間の人L｣減少がしてこのような天然林を保存することを一つの目的

Hとして,本学が教育研究 Jに指定 し利用することが

望 まれたのであるo 'いるIoLかしをがら,近年にお目る林業の機械化

仰 

そこで要請に応 じて,本学の農学部 および薬学部 の発達に支えられた大面積の山林の皆伐や政府助成 

*jE 理｣･L .細入 11;f-i lFJ物 ′- ,,t2+;'′J- ,:!:氏･･.

**凝･IE糾 93 潤 C1:,-'_1 , ,
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金による急速封 直林事業の進行によって,広葉樹を 中心とする白Ff_樹林 (天然林)面積は激減する傾向
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)
さらに,当地は京阪神諸都市から比較的近距離 ににある(Fi 0)2g.

2
i･gF

1.
lebaT

あり,自動車道の開発整備により,また僻地対策と

ea nN romllagiosegawavi)
(
tores

feo

iicafit

Decreas

lf AF efl

NF dincreasean)(f toresll ltenaurat
して積極的に民宿,観光事業などが進められるにしft

2to19

h

6
9

o
1 6.
7
 たがい,外部から人,物の流人がさかんと怠り,山

野草,雑草 を含めた植生の変化も急激に進行すると

思われるrJ

筆者 らは,当地域の上述のようを立地条件下にお

ける植物分布上の興味 と,薬用植物資源 としての関

心に加えて,保護林を含めて変 り行 く山村の植物相

を調査 し記録することは,天然資源の保護をはかる

上からも有意義であると考えた｡ 

9
6
7
9
1
 年～1 -g9
7
年の 4ヶ年にわたって Fi.1 C に

示す約 9ヘクタールの保護林内(標高680m～910m)

の植物極を採集,同定 3'し, また周辺の 3地域,す

99.
5
2
n
5
をわち荒神岳地区 (標高727～1 m),伯母子

4
7
岳地区 (標高6
 m～1344m),および水ケ峰地区(標

高6 Bに示 した調査ルー ト

において採集された植物種 を記録 した｡またその他

村内の道路周辺にみられた植物種を記録 した｡これ

らの植物種の うち,今回はシダ植物 を除 く木本植物

4m～
7
 -1g.08.
6
11
 m)のFi

について樹木リス トを作 りT


1962 1966 1976 (午)
 

re

近畿大学研究保護林および周辺地における樹木 (シダ植物を除く木本植物)日録 

Litoft ess

leba lに示 した｡ 

foresserve.y-uhrounni)
ipeces
erexcep(ipeces tfn s nada dofteOk K5aRe dF to

i itvers y.knKi iUn

保.護林 (H)内で採集された樹木種 と分布量.+++:多い,++:普通, + :少か ､,荒 (K):荒神岳地

区,伯 (0):伯母 f一岳,水(M):水ケ峰地区,遺(R):その他村内道路周辺,○印は採集同定 され

た樹木種 を示す｡ 

Db:落葉広葉樹, Db*:半落葉広葉樹, Dc::落葉針葉樹, Dl:落葉っる植物 , Eb:常緑広葉樹, 

(

El:

Ca:ヤブツバキクラス(常緑照葉樹林)標徴,区分種 ,Fa:ブナ クラス(落葉広葉樹林)の標徴,区分

種｡ 

Mp:薬用植物 ,At:植林種,Ct:栽培種 ,Et:逸出種｡

煤請柿H)

Eb*:半常緑広葉樹,Ec:常緑針葉軌 常緑つる植物,El牛:半常緑つる植物｡ 
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る,,各樹種について分布韻の 多しゝもの,普通にみら

本保護林は Fi Cに示すように標高6 の谷す 類数は全樹種の中でそれぞれ 3 および18･ 

3

0m8
-
1g.
 

Ⅲ 調査結果と考察 れるもの,柿にみられるものを区別すると,その種

72.,


1第 号 

447.

じから9 の鞍部までのおよそ2 の標高差をも

つ急峻を斜面にある約 9ヘ クタールの二次天然林で としてイヌブナが頂 F.( に群生し､北股川の岩T鞍部)

0m
3
0m1
 %の割合であった｡また高度差による分布の特徴

あるO保護林指定以前に入会権をもつ村人によって 壁の Lから標高800

ンシヤクナゲが群生 しているのが円｣IつたC/またコ_

m付近にかけての南東斜面にはホI
局部的に植林 されたヒノキを含めて現在までに1 の

樹種が探焦され同定 されたが,なお若干の未採集樹 ヨコ谷の谷す じにはサワシバ,フサザ クラ,ヤマア

種が残ることも予想 される｡林内での各樹種の分布 ジサイ,チ ドリノキ,ウリノキ,エゴノキなどがみ

8
8


の詳細は今後なお調査 を必要とするが,概観的には mられ,標高700 付近の岩場 にはべ二ドゥダンの紅花
地形的な変化の大 きさを反映 して極めて不均一であ が垂れ 卜がるなどの立地特性 を持つ樹種がみられたD 
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-se,(duousiec D) mi E*)everg,D(duousd iec reen( -ean) dSmiever 

1(0

l2..)) 

lttoaC

reen( dl d(b
eave
C Stenage.
 

b

1((


l btpansorroa
h Tepe

3867l

E*)
ttrepresens

g tores.hereserveist)C(
ferous
icon reent dfdan) i igureshfeT np h iesstaren

))9..
6
1
1


1(0


8 7
33((66

**D )5.
 )5.


ED 2
6
1
)43.
8(


E* )6.
3(1 )6.
3(1

次に保護林内樹種について,常緑 ∴ F一常緑 ,落葉 , 4
6
類数をみると落葉樹 8%,常緑樹 1%で保護林の場

半落葉あるいは針葉樹,広葉樹に分けて,それぞれ 合とほとんど変 らない割合であった｡なお今回野迫

2
0

1
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7
8


3


の種類数の分布をみると Ta 川村の全採集樹種のうち薬用植物に該当するのは1


た｡すなわち本保護林の188種の樹種の うち落葉(広 種であった｡


葉 )樹が殆ど大部分 ( %)を占め,これに対 して常 小川 ( 2種の


緑樹はおよそ1%位となっている｡二の うちつる植 樹木 (シダ植物 を除 く)があげられ,この うち3 種


leb 2に示すようになっ

5
7
7
9
1
 )による高野山植物 目録6七 は4


112.
1
物種は2種 %で比較的少ないと思われるO

また植生区分上のブナクラスあるいはヤブツバキ

)の

9
5
が白生種 とされている｡保護林樹種 188種の うち1


種はこれに含
9
種が "高野山樹種Mに含まれ′〕が,2


35.
5


クラスに属する標徴種,区分種を宮脇 ら (

例 4'によって数えると8種の うち前者が8 %, 後

8
7
9
1
 1
9


2


まれず,また野迫川村の全調査樹種については2 種

の うち5種が "高野山樹種"に含まれていないこと

になる｡これらは植物採乳0m
0
65.
者が1 %となり,平均7 の標高をもつ野迫川相

が典型的を冷温気候帯 にあることを裏づけている｡ が,今回の調査地域が ｢奥高野｣にあるという立地

なお保護林内樹種のうち薬開植物 5｣としてリス トされ 的,気候的を差も原岡 していると思われる｡また奈

同定の不備 さにもよる

3
たものは6種であった｡

保護林周辺 4地区,すなわち荒神岳,伯母子岳,

9
6
9
1
('良県薬事指導所報告 7 )によると,荒神岳,伯

3
4
0
0

3
01


母子岳,水ケ峰の樹木種数についてそれぞれ1 ,1 , 

の数値が報告されているが,今回の調査樹木種は水ケ峰の調査ル- トおよび野迫川村内道路周辺で採

3
0
8
0

1
9


1
隻,同定 された樹木種数はそれぞれ23,2 , 2 ,
 

ffi数は2 種であった｡


1
0
4
2
これらにさらにそれぞれ1 ,9,10種をつけ加え

たことになる｡6
7
1
 種で保護林を含めての紹種 

これらの数値は今後の調査でなお増加することが予 近畿大学奥高野研究保護林はわずか 9んαのささや

想 されるが,全樹種について,常緑樹と落葉樹の種 かな面積ではあるが,過疎 LL再寸にあって, しかも近
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代化の波が自動車畠と共に急激に押 し寄せ,昔から

保存されて来た豊かな自然植生の急激な変化が危倶

される場所と時点に設立された｡われわれは特に自

然保護の基礎 をなすと考えられる値物種の保存を強

調する広場からも,そのような官態を調査し記録す

ることによって,地域や関係方面日可ちかの貢献が

できることを願うものである｡

終 りにあたり本調査においては,薬学部生薬学研


究室国中康雄教授の御助言に感謝いたします｡また


資料の提供などの便宜をはかっていただいた野迫 .111


改良普及指導員高橋秀昭氏に感謝いたします｡また

現地調査にあたって,宮一諭起範,渡辺暫哉,生地

孝至,南川好則および堀井秀樹君らの農学部植物生

理学研究室専攻生諸君の熱心な御協力を得たことを

ここに感謝しゝた します｡
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